
開運五原則
秘伝書

斎東亮完

ビジネス・プロデュース例
（あくまでも例え）

ステージを変える（成功のカギをにぎる）
重要テーマ

他力
ステージ

他力
×
自力
ステージ

中級
以上

初級

真のリーダー・指導者
時空を超えた存在
死後も貢献・影響を与える人

＊未来の不安・死の不安・
お金の不安を超えている
肉体や物理制限を超えている

生きている間に、死後に何を遺すか？
という視点の
◆事業開発・企画開発・仕組みづくり
◆後継者・リーダー育成

自力
ステージ

(自分軸)

上級 自力成功者
数千万円～１億円

【1】死生観・使命・役割意識の確立
(損得・好嫌・正誤を超える生き方)

【2】第二創業・再構築を成功させる
リポジショニングと、
具現化する企画 (新しいモデル・仕組・企画)

【3】トップ以外に肚をくくったNO.２の登場
（コントロール不可能）

中級 無名の実力者
年収１千万円～２千万円

【１】コアに基づく「バックエンド商品」開発
【２】チーム作り（ピン芸人からの脱却）

初級 好きな仕事で生活してる
年収数百万円

【１】インプットとアウトプット
（モデリングと大量稽古）

【２】初期モデルづくり
（初期のセールスステップ・B/E）

他人軸・依存
ステージ

嫌な仕事で生活している
（欠乏感・他責）

【１】本物・一流に触れる
【２】弟子入り（モデリング対象を見つける)
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ビジネス・プロデュースの例
（あくまでも例え）

チャ
クラ

モチベー
ション3.0
ダニエル
ピンク

マズロー
欲求段階説

７つの
習慣

カースト
制度

空海
真言密教

（十住心論）

他力

上級
～
中級

７
６

バラモン
神官・司祭

(10)秘密荘厳心
(9)極無自性心
(8)一道無為心
(7)覚心不生心
(6)他縁大乗心
(5)抜業因種心
(4)唯蘊無我心

初級
時を超えるリーダー
（死後も貢献・影響を与える人）
真のリーダー

(未来・お金・死の恐怖を超えている)

５
４

自己超越
(アドラーの
共同体感覚

第８の習慣
（偉大さ） クシャトリア

王族・戦士

(3)嬰童無畏心
超俗的な境地
(未来・お金・死の
恐怖を超えている)

公的成功
（効果性）

自力

上級
～
中級

有名無名の実力者（成功者）
年収１千万円～１億円 ３ 3.0

内発的 自己実現

私的成功
（効果性）

バイシャ
平民

商人
製造業

(2)愚童持斎心
自制して
道徳を守る
儒教的境地

初級 好きな仕事で生活している
年収数百万円 ２

2.0
外発的
（アメとム
チ）

社会的
所属 (1)異生羝羊心

煩悩にまみれた
食と性の
本能生活依存 欠乏

・
他責

嫌な仕事で生活している
奴隷状態 １

1.0
生理
（生存欲
求）

安全
生理

シュードラ
奴隷❶

❷

❸

無名の人がどうやって、「 ベストセラー作家・業界リーダー 」になっていったのか？
ビジネスモデルよりも、USPよりも重要なものとは？
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他力ステージのリトマス試験紙

自分ごとを超えた使命に生きている
自分一人では叶えられない夢・志。
生きている間だけでは終わらない夢・志に生きている。

感情を超えている（恐怖を超えている）
・未来の恐怖を超えている
・貧困の恐怖
・失うことの恐怖
・死の恐怖を超えている

死後も慕われ、感謝されている存在
愛、勇気、希望、インパレーションという影響。
誰かの心に、永遠の命を得ている。肉体的な死を超えている。



悪魔（恐怖）による98%の支配

「ヒプノティックリズム」という、
波動、思考習慣、行動習慣、社会通念・社会常識によって
（大人、学校、マスコミ、宗教団体なども含めて）
恐怖による支配。

最たるものは、死の恐怖と、貧困の恐怖。

自分で考えないようにしている。
突き詰めて考えず、依存して流されている。
コア発動・他力発動しないようにしている。

流されるようにヒプノティックリズム。

悪魔の支配（98%）を消滅させる五原則

恐怖が幻想であると見破り、消滅させる。
自分自身が、この世界の創造主であることを知る、思い出す。
日常で実践する。日常生活を通じて悟る。
家事や、ビジネスを通じて、悟る。
悟りには、小さい悟りもあれば、大きい悟りもある。

恐怖の消滅
未来の恐怖
お金の恐怖
死の恐怖を消滅させる

「コア発動・他力発動の五原則」は、
「鬼退治、悪魔退治の五原則」でもあります。



世界的・歴史的名作の共通メッセージ

悪魔・鬼
恐怖・力による支配
恐怖の消滅
未来の恐怖
お金の恐怖
死の恐怖

正義の味方
スーパースター

ヒーロー・ヒロイン
愛
友情
勇気
希望

開運五原則（亮完塾）のスタンス
【事上磨錬】 じじょうまれん

実際に行動や実践を通して、知識や精神を磨くこと。
明代の王守仁（おうしゅじん・王陽明）が学問修養について、
日常の行為を離れて思索する静座に対して、
実際の日常の行動をこなし、これを通して修養するのが真の学問であると述べた説。
▽「事上」は実際のことに当たりながらの意。

日常生活・仕事を通じて実践していく道
実山（非日常世界）にこもる修行ではなく、
現実社会に生きて、仕事を通じて精神修養、他者貢献、現実創造して行く道。
・（学者）コヴィー博士、ドラッカー博士、アドラー博士、セリグマン博士
・（経済人）松下幸之助、稲盛和夫
・（商人道）石田梅岩、渋澤栄一
・（仏教）聖徳太子、明恵聖人、空海
・（儒教・陽明学）王陽明、吉田松蔭、西郷隆盛際
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開運五原則 ～ ９９％の他力を動かす、１％の自力の型 ～
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冬・変革期：1853年：黒船来航 →「江戸幕府の終焉」

≪80年周期説≫ 春夏秋冬80周年のサイクルで歴史は繰り返される

春・導入期：1868年：明治元年・廃藩置県などの明治維新
夏・成長期：1889年：大日本帝国憲法・日清日露戦争
秋・成熟期：1912年：明治天皇崩御・大正元年

春・導入期：1951年～約20年：サンフランシスコ講和条約
夏・成長期：1970年～約20年：日本万国博覧会
秋・成熟期：1989年～約20年：バブル崩壊

冬・変革期：2008年～約20年：世界金融危機→「？？？？？」
春・導入期：2030年頃～約20年
夏・成長期：2050年頃～約20年

冬・変革期：1929年～約20年：世界恐慌→「第二次世界大戦」



急激な構造変化の時代を生き残るのは、
チェンジリーダーとなる者だけである。

変化が大きければ、機会も大きい。
その大きな変化を脅威ではなく、
チャンスとして生かすのがチェンジリーダーである。

変化はコントロールできない。
この変化の時代を乗り越える唯一の方法は、あえて
変化の先頭に立ち、自ら変化の担い手になることだ。

変化はリスクに満ち、楽ではない、
だが、変化の先頭に立たない限り、生き残る事はできない。

ドラッカーの言葉
「時代の変革期に、どうしたら良いか」

����rp��{�]�qv�p

１ Separation
（別れ・旅立ち）

ありふれた平凡な日常、思うようにいかない不満だらけの人生を過ごしている中で、ある時、呼びかけられ
ます『The Call＝呼びかけ』。それは、本来のあなたに気づかせるための冒険への誘いであり、あなたの中
に眠る黄金の仏陀を目覚めさせる呼びかけです。『呼びかけ』は、突然やってきます。
平凡で、慣れ親しんだ人生や生活、それは誰かに与えられた人生だったのかもしれません。そこに見知らぬ
電話のベルが突然鳴るようなものです。そのベルに注意を払っていれば、『呼びかけ』はささやくように
やって来ることに気づきますが、注意を怠っていると『呼びかけ』はハンマーで殴られるようにひどいカタ
チでやってくるかもしれません。それでも、最初は自分には関係ないと無視するかもしれませんが、無視し
続けるとその『呼びかけ』日増しに強くなり、最後はあなたはその電話を受け取らざるを得なくなります。
映画「マトリックス」で言うなら、主人公ネオが、自分の置かれた現実を知り、真実の世界を見る決心をし
て赤いカプセルを飲み、現実に目覚めるようなものです。

２ Initiation（通過儀礼・お試し）

内なる衝動に強く動かされていきます。本当に自分が求めているものを渇望するようになります。
最初はそれが具体的に見えないかもしれません。イメージすらできないかもしれませんが、ある方向に向い
ていることはわかります。そして、そこに強く惹かれていきます。これまで慣れ親しんだ世界から、新たな
世界へと足を踏み入れると、様々な障害が待ち受けています。また、新たな未知の世界へと歩みを進めるあ
なたを引き留めようという存在も、いろいろなカタチであなたを行かせまいと足を引っ張ることもあるで
しょう。それでもあなたは、前に進むのか？何の保証も安全も約束されていない未知なる世界へ、あなたは
進む勇気があるのか？なぜ？何のために？
そうして、あなたの中にある怖れと幾度も対峙し、あなたをこの先へ行かせまいといくつもの障害があなた
の挑戦する意欲と信念、意志、そして、それがあなたの本質の声なのかを試そうと現れます。それが試練で
す。しかし、あなたは諦めることなく、自分の信念に従っていく中で、 あなたを支え、助けてくれる賢者
やマスターやメンターが現れ、あなたの道を歩むための智恵を与えてくれたりします。

３ Return（帰還）

最後の勇気が試されます。最大の敵、最大の挑戦であるドラゴンがあなたを待ち受けています。
あなたは、これまでの経験や学んだ知恵を総動員して、この最大の挑戦に立ち向かいます。あなたという存
在が、そのエネルギーのすべてをかけて、全存在をかけてドラゴンと闘うのです。ドラゴンを倒すか、あな
たが倒れるかです。そして、大変な苦闘の末に、あなたはドラゴンの本質、真実を見ることになります。そ
して、あなたは遂に勝利します。それはいったいどんな勝利でしょうか？ あなたは、その結果、栄光、栄
誉、聖杯を手にするのです。
そして、あなたは遂に『英雄の旅』を終え帰還します。あなたが元いた場所、本来のあなた自身へと還るの
です。そこであなたには、素晴らしい宝がもたらされます。
まるで、それはサイクルのようにつながって、ひとつのサイクルが終わると、再び新たな英雄の旅が始まり、
スパイラルのように自分を成長させていくようです。



１．Calling（天命）

２．Threshold
（境界線の越境）

3．Demon（悪魔）

３．Transformation
（変容）

３．Complete the task
（課題完了）

３．Return home
（故郷へ帰る）

平和な日常
Ordinary world

未知の世界・非日常
Special world

１．Commitment
（旅の始まり）

２．Guardians
（メンターとの邂逅）

点と点の意味のつながりがストーリーとなる

����rp��{�]�qv�p

１．Calling（天命）

3．Demon（悪魔）

３．Complete the task（課題完了）

３．Return home
（故郷へ帰る）

「My ヒーローズジャーニー」リスト

不安定・未知
Un-Knowing

安定・既知
Knowing

２．Threshold
（境界線の越境）

３．Transformation（変容）

１．Commitment
（旅の始まり）

２．Guardians（メンターとの邂逅）

～最初の越境・恐怖（鍵となる最初の一歩）～

～導いてくれる賢者・マスター（複数可）～

当面のゴール・理想の状態（１～３年）

～実現のキーパーソン（パートナー・チーム）～

～実現する上での最大の壁～



<( � )%P|,cz
�8���}��������8+|,cz�Tvz�^vz�

\%a cj1� xv����gj!F] x��¥¤��z�O�w�¥¤��z�C P �5��E P ����¢zz�xv�u�
Z��j1�[j�> ¦TQR»TQSNmo(=§

÷ØÒØÚäÆáØÌØâÄc«áô68ãf�ÅøïÛßY�ât�ÒÝïòÇØÇßIÈÃ
×ÒÝp��wã�uã�sø¥ÓÝÂ×ãf�øïÛßM-zÂ _zâÂ ëØm�ÌÇÎñÈâHvÒÝïòÇØÇÃ
×ãØîã�âáóØÇß¹ÛÝÇôÃ Ä68ãf�Åâä�ÜÆôÃ

Î�ĹĖmġ`Īĸ§,ėĮĕ
Ěĭ�$Ŀ�¿Ĝħ*��īa�ĨĖĻĸđīĪĹĪĘļįĈ

«	ĭ�$ĨďĻċh:�Ī'Ôĭ{�ÆČĩ«�ĭ�$ĨďĻċÁMĜ2¶īĞĻºČĶ��ĨĖĪĐĉ
«	ĭ�$Ŀ�¿Ĝħ��ĞĻģĵīĮĈ«�ĭ�$Ŀ�¿Ĝħ*��ī��ĜĪĘļįĪĹĪĐĉ
ĳģ«�ĭ�$Ŀ�¿Ĝħ��ĞĻīĮĈĢĭ%ī«	ĭ�$Ŀ�¿Ĝħ��ĨĖĪĘļįĪĹĪĐĭĤĉ

«�ĭċXĖNĠĭ�$ČĩĐđĭĮĈĖīŋØòķ�ĭńĸōmġ`ĪŊėĩĐđĚĩĉ
ċĪŀĤĈ­/ĪĚĩĨĮĪĐĔČĩcđĔĶĜļĪĐĕĈ

ĤŋĹXZĸĶğĳ�ńo/Ķ§,ċċĚňņŊĴġĔĚňņŊńĸķ�Ģ§,Įĕ
Ĥĸo/Ķ§,ķqĆĥŋĶěńĸĹ�)Ķěĕ

«	ĭċh:�Ī'Ôĭ{�ÆČĩĐđĭĮĈċľģĜĕ²ĒĈ�ĝĈďĻĐĮ�\ĜģĚĩĮĈI;ĞĻČĩĐđĚĩĤĉ

ßĨŊķ�ğōÓĝŊĴĔ�Ŏĳń�ŀĶĢĲńīŋĠWIĴĦĲ²ŋŊĕ

ĤĔĹĖ}H¾ķėxÓō�·ĥĪŊĤĴĈĢļĕċh:�Ī'Ôĭ{�ÆČĭ�MĤĉ
Ěĭ�$Ŀ�¿Ĝħh:�īa�ĜĪĐĩĈďĪģĕ�Ĵĩēĺĭ'ÔĮĨĖĪĐĉ

<( � )%P|,cz
�8���}��������8+|,cz�Tvz�^vz�

éDò=úĆq� ĜęĳĺĮķăĆ>¯ê ĜĤħŁŀıĨĠĤØģěĻŁŀıĨĠĤ¥ Ù '��7® Ù ĦĲĪįĿĠĠĻĜęĩĘĳ
ç9:Ćq�èĆ;� łáÚÛŔáÚÜ×ĐĒ[�Ń

��ÝĖæ_Ħ:ÖķĨŊÜėĴěĜĸĹĔĖŌĭĦĠĚŉĸŀŀĸŌĭĦĳĔ�ÔĠ
Ěŉĸŀŀĸ�ÔĳĚŊĤĴōæ_ĦĔ:ÖķĦŇĜėĩĐđĚĩĤĉ
ģĩĒ
³ĕďĺĭĳĳĭďĪģĿÃĵĪėħĶĈ
³ĕďĺĭĳĳĨďĻĚĩĿďĪģĕÃĵĻĪĹĈ

ďĪģĮċÁMĜ2¶īĞĻ³ČīĪĻĉ
ĤĕĈĳğĪġ¸!ĭ�ĭ
�ĕďĻĭĔĿ�¿ĨĖĪĘļįĈċÁMĜ2¶īĞĻ³ČīĮĪļĪĐĉ
ďĪģĕc²ĿÓĝħíďĻĐĮÞ`Ŀ4ĘĻĚĩĿÓĝħî
³Ŀ¸!ĭ
�īrĖĐļĪĘļįĈ


³ĮďĪģĭ¯éĭ�ØīĮĪĹĪĐĜĈďĪģĕc²ĿÓĝħíďĻĐĮ¾OĞĻĚĩĿÓĝħîďĻ��Ŀ
�ī
rĖ�ļĪĘļįĈĢĭ��ĮďĪģĭ¯éĭ�ØīĮĪĹĪĐĉ

ĢĭĚĩĿ�¿ĨĖģĩĖī#ĵħĈ

ďĪģĮĚĭ
�ĭ»�ĲĩÐĿpĝģĩĖī�ŀĨĐģċÁMĜ2¶īĞĻ³ČīĪļĻĉ

Ĥĸ�ıĸo/ĶĖXZĸ§,ėō³ãĦĔ}éĦĲv·ĳġŋĺĔĚĶĭĹGĻ
ķ¬įĲØ¹ķĔxěĵĞŉĸ�¶ÑĈō.÷ĳġŊĕ
�uÞ��È�ïqeï�^�ï ÔéÝÂÆáØÌ��ãI�ø¥ÓÝ�¼ãáËâWÍ�õØãÙßÇÈÐßÌt�ÞÍõåÂ

Ðãp��wã �â:ôdMøÒØßÍâM-ÒØßÊóã�uø¤õôñÈâáôÙöÈÃ

ÙËò/oěĖmġ`Īĸ§,ėō³ãĦĔØ(ĸ�¶ÑĈōĖ}H¾ķ.÷ėĦŇĜĴ
ěĜ}uō�ĲĺĔěĩŋĹĖæ_Ħ:ÖķĨŊÜėĸY#Ķ³ãĴv·ĮģĠ¶
Ł'Ĩ¦ćĶěØ¹ķbğŋŊĕ



egwfe�g�q���o��]@
ëìĀëęìĘùĈĕĚ÷đĘÉñĐþýÙÊçÝÞ¿n¨ÔÌÀ
n¨É�ËÝÞ¿�Ý!jWÉ¿÷ĚûjÝ^ÔÌÀ

�g F qP

³«ðĘČ¬j
īĨĕĞĊ��

NĒŀFíĤĪĽĤŀO��n�U
Ðã�gãZäÂ �â�ÎáÇqPÞÂ�ÌhJ"ÞÍÝÇáÇqeÞÔÃ

²«ċĚû¬j
ĩīįīĨĕĞĊ

�£�Ą�Ć	��ŀ¼í�Eŀ¼íĤĪĽĤ�U
F­ġ�7ġT�ġ�RãqPÃ*(ÌiÇÂ�Ì¦ÇÂhJ®�Ì�ðÔÇÃ´ÒÇ¸ÂÒËîÛµÃ
ÐãqPäÂÄ;�ÅähJ"ÒÝÇëÔÌÂÄ%�ÅähJ"ÒÝÇáÇqPÞÔÃ
ÒËÒÂÀgÌáÇßÂ �ã#°áàãO�záïãä�DÞÍáÎáÛÝÒëÇëÔÃ

�ÉåÂëÛØÎÀgÌáÇß±bãb<âÜëÕÇÝ¢ùÙóÒÝÒëÈãÞÂ

�@ÔôßÇÈÐßïÂ�¯âßÛÝäG�áÐßÞÔÌÂ
ÆëóØÎÑùÀgÌ�ÝÇôqPäÂ �âąČğąÌËËóÂ�ÎÆóëÖùÃ

±«ëĔĉê¬j
ĭįĩīĕĞĊ

£�ęēĒþóùuOębÏÅ�.
Ä;�ÅÙÏÞáÎÂÄ%�ÅïhJ"ÒÝÇôqPÞÔÃ

ĖĢćýĠčĞĔûĠßÇÈ�£óġxì`îãėĞĚĠÌ�ôqPÃģxì`îĚĞĒďãĪĨįīĨ�ã _ÌÆôĤ
Ä�ó�ÇÅÞï�¸ø�ôßÂ�øĈęÖôÃęĜĆĠ�ÞïÂ×ÈÔôß\AâxìÌ�+ÒÝÎôÃ

µ«÷Ěû¬j
ĬįĭĕĞĊ

pÅēĒþóùuOęëìĀëÉmÈßuO
~Lġ�k�ġ}|�CãÄĘĢĉÅßÒÝÇôZġČüğã�ġ�!�ġ�!¡¾½¦©�¿§¢�âÁgÌ�ÝÇëÔÃ

Ðõä�ã�âÆôÄl»ÅßÇÈ¬�Ì�ÒÝÇôÄ�gÅÞÂ��âÆôċĢćßċĢćÌ�'ÒÝÂ
đĉßúüċúÌjËùÙóÂæòîÇØóÔôqPÞÔÃ
Êº)â�ÛÝÇÝÂçÛß�ËúüċúÌjËèÐßÌÆôßIÇëÔÌÂ

�ªäÁgãZâÂúüċúÌjËèÐßÌ1ÇãÞÔÃ

´«ĀĔû¬j
ĨħĬįĬĕĞĊ

ví��ŀ}��U
Ä%�ÅÂÄ;�ÅàÚòßïÊ
ìĚĢčãqPÃ
3�ã1Îã¬�ä
ùÞÇëÔÌÂu5\�ø&Ñàô.Sä|óëÖùÃ

ő �Ì¡
ŪæŧÆ�·ū

°�ŀ�aŀ�µŀ­±
ł4¡b�·Ń

œ ~¦Ô¡
Ūëŧ�5·ū

��ă÷ā�òē¡ŀ
¢I��Ć�i

łÌ¡¬B�Åŀ¡Aŀ
 Öŀ4¡/CkŃ

ë u ì
Ï&�zSµŀ5ŀ��ŀ

Ğęī
Ãŀ�{ŀ6¹ŀĢĿĠľ
ĺĨğŁńėĿĺĨğŁ

ãÓ.Sµ
v]ĈĢĽįŀ,H
şţŒŕŮŔşţŒŕ

äw.Sµ
`ŧifŧ
×0ĭ
ŔŨŐśŨŎ

AĖŮDĐ
�ĕĥģĺ�ĕĥģĺ
uļ+ėifŧ��

½ÙĵħĐĪĐ
�ĮĈ

TQŀmgŀ�¶ą

]Ē,öĔû��
ĿÒĻ

Ď}t
íµĈEKĈ���î
�+ĭëĈ
ŗłŠŨŏŤř
!ëĈ^äĈ
�dĈ
¡mĈ¹£

�+ÛēĚüĚÞ¿
öëé��ÎÒØ¿
nĜ
�ĝé�ÈÑ

コア
魂・肚

���
���� ����!�#"���������
��
&(%')$*��,	�+���

Œ +�Ô¡
Ū`ŧif·ū

Q#ŀTQŀTøē¡
ł4¡½��Ń



【１】 人生の重要テーマを、５～１０個リストアップする
（ビジネス、プライベート、すべて含んで生涯で実現できたら心の底から嬉しいこと
これが出来たら、死んで悔いがない！最高に幸せだ！ということ）

【２】自分で、トップ５を順番づけしてみる

日付 日

��É_DÜhâØÅçãÝ Â	yÝ��ēùāÃ é\��ę���Ñç

【３】人生の重要リストを客観視して、優先順位を明確化する
<客観視テスト１>
「Ａを生きる人生」と「Ｂを生きる人生」で、（どちらかしか実現しない場合）どちらの人生を生きたいですか？

<客観視テスト２>
「Ａは実現しているけど、Ｂは実現していない人生」と、「Ｂは実現しているけど、Ａは実現していない人生」と、
どちらの人生を生きたいですか？

【１】約３～５年後の理想の状態は？どうなったら、最高に幸せな状態か？
すべてがうまくいった場合、どのような状態になっているか？
（何でも許されるとしたら？何の制限もないとしたら？）

【２】理想の未来（最高の状態）の象徴的なシーンは？どういう時に、叶ったことを実感しているか？
（誰が一緒に喜んでいるか？ 自分自身は、どんな感情・感覚か？）

日付 日

��ÝćøđĘé\��Ñç ĜrÇçåÆÛ°®¯ę�ÁÚrÇç°®¯ĝ

【３】叶った時の実感・感情をともなった「 ひと言 」は？
あなた▶
大事な人・守りたい人・心の支え▶
（家族・恩人・恩師・顧客）

【４】成功した理由を教えてください。なぜ成功したんですか？



現状（過去形で記載） 理想の状態（現在進行形で記載）

健康状態

経済状態

家族関係

人間関係

仕事の状態

時間の使い方

その他
（変えたいテーマ）

「現状」と「理想の状態」の対比リスト

「感謝（マルつけ）」リスト



「エネルギーアップ」リスト
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ポジティブな出来事（成功体験）は何だったか？
（今後も起きたら嬉しいことは何か？）
良かったこと、嬉しかったこと、
楽しかったこと、感謝することは何だったか？

×

ネガティブな出来事（失敗体験）は何だったか？
（改善改良したいことは何か？）
嫌だったこと、悔しかったこと、
悲しかったこと、苦しかったこと、
繰り返したくないことは何だったか？

「恩人・恩師」リスト



「¥¢客」リスト（既存のSA客）

「理想の顧客」リスト（未来のSA客）
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改善改良し続ける（遅かれ早かれ赤いバーを超えるキッカケとなる）

それを実現させるための重要アクションは何か？（３つほど）

ĩĦ客とのwinwinのゴールは何か？
(1)象徴的なシーンは？ (2)ＳＡ客のセリフは？ (3)自分のセリフは？

ĩĦ客にとっての価値の明確化

アウトカムの明確化（自分が望む未来）
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改善改良し続けて「やり抜いていく」
遅かれ早かれ赤いバーを超えていくキッカケとなる

モデリングテーマの実践（VAK・DMD）
大量インプット＆大量アウトプット（プロ目安は、千日修行・約３年１万時間）

モデリング対象選び（試着→決定）

アウトカムの明確化

モデリングの３ステップ

１
アウトカムの明確化
・自分はどうなりたいのか？
・何にワクワクするか？

自分が得たい結果（アウトカム）によって、
モデリング対象は変わるので、まず、この点が重要です。
同じ女性でも、アウトカムが異なると、モデリング対象が異なってきます。
（例）幸せな結婚。（仕事はしない）

幸せな家族関係を育みながら、好きな仕事で活躍する。
家族も幸せで、好きな仕事で年収１千万円。
ベストセラー作家・人氣セミナー講師になりたい。

２ モデリング対象を
設定する

直接交流ある人、距離の近い人のほうがモデリングしやすいですが、
歴史上の人物や、自分が会ったことのない憧れの人でもＯＫです。
本や、インターネットを通じて、情報を得ることが出来ます。
重要なのは、自分の感覚・感情。「ピンと来る」「腑に落ちる」「しっくり来る」「納得できる」
「信じられる」という感覚が重要です。ご縁やタイミングも重要です。要は、自分のスイッチが入
るか？がカギになります。（情熱・熱意・欲求・求道心・本気度・主体性）惚れる対象、憧れる対
象、フィットする感覚、腑に落ちる感覚など、自分の感覚も大切にしてください。
すぐに、ドンピシャのモデリング対象が見つからなかったら、いま思い浮かぶ候補者から、モデリ
ングに取り組んでいってもＯＫです。そのうちに、わらしべ長者の法則で、更なるモデリング対象
が現れてきます。多少、回り道しても、なかなかモデリング対象に出会えなかったとしても、
いずれ、必ず出会えます。回り道をしたからこそ、出会えた時に感謝ができますし、
もう迷うことなく肚を決めて挑むことができます。覚悟を決める。腹を決めて挑むことが重要です。

３ 大量インプット＆
大量アウトプット

美味しい料理を作れないのは、ちゃんとしたレシピを知らないか（インプットが足りない）、
もしくは、作り方を間違ってるかです（アウトプットが足りない）。
美味しい料理を作れるのは、
１、 レシピを知っていて、（知識・インプット）
２、 ちゃんとそれを作れる。（実践・アウトプット）

シンプルに述べると、この２点だけです。
正しいインプットをして、（情報収集、学習）
正しいアウトプット（練習、実践、トライ＆エラー）をしていくことがカギになります。
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毎朝瞑想と祈りを捧げることが日課（ルーチンワーク）
だった大実業家は多い。
真理に従い神仏に“祈り”を捧げることで
人智では想像できないメッセージを享(う)けていた。
「経営は真理に従う限り必ず成功する」
という信念を持った大実業家たちは多数
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① 【精神・自他承認】丸付けトップ３ （３good things）

② 【知性・学ぶこと】 振り返り（良かったことは強化し、嫌なことは改善改良の機会とする）
③ 【情緒・愛すること】感想・つぶやき
④ 【挑戦・生きること】自己宣誓（self inspire）
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モレスキンノートは、世界的な天才と呼ばれた人たちが共通して使っていたノートです。
古くは、ゴッホ・ピカソ・ヘミングウェイや、手塚治虫・宮崎駿・ビートたけしも愛用しました。
ラージサイズは黄金比と言われる比率で美しく使い心地がいいものとなっています。
黄金比は「1:1.618」の、もっとも美しい比率といわれています。
黄金比はその調和と比率から美しさを作りだすもので、
自然界では多くのものがその比率で成り立っています。
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モレスキンノートは丈夫なつくりなので、何年も愛用することができ、後世に残すこともできます。
大事な写真や情報をモレスキンノートに貼っておけば、ページを開くたびに、
その時の楽しい思い出がよみがえります。
そして、子供の代にも残すことができるのです。
手間暇かけて、好きな写真やシールなどでデザインを考えながら貼っていく一冊のノートは
あなたと家族のための特別な宝物になります
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モレスキンノートは、ノートとしては高価なものですですが、
大事な自分のために使う文房具に高級感のあるモレスキンノートを使うと丁寧に扱うようになります。
それはそのまま、あなた自身を丁寧に扱っていると同じことです。
バイオリンのストラディバリウスはプロのバイオリニストでも
かなり弾きこまないとストラディバリウスのきれいな音色が出ないそうです。
素敵なモレスキンノートに、好きなものを自由に貼っていくと発想が自由になり、思考が無限に広がっ
ていきます。また、引き寄せの法則も働きやすくなり、張り出しているものが叶いやすいノートです。
素晴らしい器に合わせるために自分が成長していけるのがモレスキンノートの良さです。
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何かの価値やストーリーを感じているでしょうか。風水とは「気」を操ることです。 感動やストーリーのないところに、気は生まれません。
運気を上げる家に住みたいのならば、自分にとって価値のあるものに囲まれることが風水だと、私は考えます。

「意識のある場所が家であり住所である」世界遺産の風水顧問・岡西導明



黄金比は「1:1.618」の、もっとも美しい比率といわれています。
黄金比はその調和と比率から美しさを作り出し、
自然界では多くのものがその比率で成り立っています。
動植物のらせん構造や台風・銀河の渦巻き、DNAの構造、
古くはエジプトのピラミッドやギリシャのパルテノン神殿、モナ・リザ、
現代ではクレジットカードの大きさ、トヨタのマークや
Apple、Google、Twitterのロゴなど
様々なデザインに黄金比が使われています。
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【１】約３～５年後の理想の状態は？どうなったら、最高に幸せな状態か？
すべてがうまくいった場合、どのような状態になっているか？ 何の制限もなく、何でも許されるとしたら？

【２】理想の未来（最高の状態）の象徴的なシーンは？どういう時に、叶ったことを実感しているか？
（誰が一緒に喜んでいるか？ 自分自身は、どんな感情・感覚か？）

名前【 】【 】年のビジョン日
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【３】叶った時の実感・感情をともなった「 ひと言 」は？
あなた▶

大事な人・守りたい人・心の支え▶
（家族・恩人・恩師・顧客）

【４】成功した理由を教えてください。なぜ成功したんですか？


